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【报告 要 旨 】 


平成 24 年 度 は , 第 2 作業 部 会 を 3 回 開催 し 、1 回 目 の 作業 部 会 は 、 平 成 24. 年 4 
月 , 盛岡 市 で 開催 し , 平成 23 年 度 に 策定 し た 以下 に 示す 支援 全 7 項目 に 関し , 第 2 
作業 部 会 を 構成 する 各 組 織 が これ まで 行っ た 内 容 と 今後 行う 予定 の 内 容 を 調査 し . 
互い に 連携 し て , 具体 化 可能 な 内 容 か ら 開 始 し た . 


1 A ON NN 

ーー ター に よる 支援 内 容 , 今後 の 支援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 . 

) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 复 由 支援 内 容 〇 HP 公开 

) 復興 事業 ・ 状況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 

) 補助 金 申請 支援 
: 引 各地 千 の 市 町 村 や 各地 域 の も の づく ぐり 密 業 支援 セン ター ー な どの 活動 支援 
_6) 人 材 育成 支援 

) 我 術 開 発 支援 ・ 


2 回 目 の 作 業 部 会 は , 平成 24 年 7 月 に 宮古 市 で 開催 し , 宮古 地域 の 被災 企業 見 学 
意見 交換 を 行っ た . また , 第 2 作業 部 会 の 各 組 織 が これ まで 行 づ た 支援 事業 内 容 | 
と 問題 点 に こつ いて 話し 合っ た . ' 


3 回 目 の 作業 部 会 は , 平成 24 年 11 月 に 盛岡 市 で 開催 し , 第 2 作業 部 会 所 属 組織 
の 活動 実績 ・ 予 定 の HP へ の 掲載 と 第 2 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 へ の 対応 に つい 
て 話し 合っ た . 


平成 25 年 度 は , 以下 の 活動 を 予定 し て いる 


(1) 第 2 作業 部 会 が 支援 すべ き 支 援 策 7 項目 を 引き 続き 推進 する . 
(2) 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 に 関し , 解決 策 を 議論 する . 
(3 ) 沿岸 地域 の 企業 訪問 を 行い , 支援 内 容 に 関し 要望 調査 を 行う . 





1 . 開催 実績 等 


第 1 回 (平成 24 年 4 月 25 日 ) : も の づく り 産 業 の 復旧 ・ 復 興 支 援 に 対す る 事業 内 
容 に つい て の 対応 と 問題 に つい て ' 
第 2 回 (平成 4 年 7 月 6 日) : 宮古 地域 の 被災 企業 見 学 と 意見 交換 お よび 第 2 作 
業 部 会 に お ける これ まで の 支援 事業 に つい て 
第 3 回 (平成 24 年 11 月 16 日 ) : 第 2 作業 部 会 所 属 組織 の 活動 実績 ・ 予 定 の HP へ 
「 の 掲載 お よび これ まで の 問題 点 へ の 対応 に つい て 


[2 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 


第 1 回 第 2 作業 部 会 の ま と め 
(1) 支援 策 7 項 目 に つい て の 対応 と 問題 点 に 関す る 情報 交換 と 議論 


1) 沿岸 各地 域 に お ける も の づく り 企 業 の 被災 状況 , 市 町 村 と も の づく り 支 援 セ ン 
ター に よる 支援 内 容 , 今後 の 支援 に 対す る 要望 に 関す る 調査 
・ 岩 手 県 沿岸 広域 振興 己 な ど が 行っ た も の づく り 企 業 の 乱 炎 か ら 復 旧 状 況 に 関 . 
する 調査 情報 の 報告 (地域 や 企業 間 に お ける 復旧 状況 の ば ら つ き ) 
・ グ ルー プ 補 助 金 を 利用 し た グル ー プ 企 業 間 の 復旧 進展 状況 の 相違 と 進展 が 遅 
れ て いる 企業 の 問題 
・ 各 組織 所 属 の コー ディ ネー 間 の 情報 交換 ・ 連携 の 必要 性 


2) 各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復興 支援 内 容 の HP 公開 
. 岩手 県 工業 技術 セン ター, いわ て 産業 振興 セン ター 以外 の 情報 の 集約 
・ も の づく り イ ノ ベ ー シ ョ ン 協 議会 に 対す る HP 公開 の 協力 要請 


3) 復興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
・ 沿岸 地域 複数 市 町 村 で の 作業 部 会 の 開催 


4) 補助 金 申請 支 

・ 補 助 金 等 獲 2 ee アッ プ の 必要 性 

・ 補 助 金 申請 の た め , コー ディ ネー ト 業 務 を 推進 で きる コー ディ ネー ター の 育 
成 と 役割 強化 の 必要 性 

. JST 事業 な どの 復興 支援 策 を 活用 し た 補助 金 の 積極 的 な PR と 活用 推進 ] 


5) 各地 域 の 市 町 村 や も の づく り 産 業 支援 セン ター な どの 活動 支援 
・ 釜石 ・ 大 航 地域 産業 育成 セン ター 復旧 ・ 復 興 の た め , 未来 づく り 機構 な ど を 活 
用 し た 支援 策 の 必要 性 
・ 宮 古 ・ 下 閉 分 も の づく り ネ ットワーク と 宮古 産業 支援 セン ター - の 連携 の 必要 性 
・ 宮 古 ・ 下 義 伊 も の づく り ネ ットワーク の 第 2 作業 部 会 へ の 参加 の 必要 性 





6) 人 材 育 成 支援 


・ 技 術士 会 や 第 4 作業 部 会 と の 連携 事業 の 模索 


7) 技術 開発 支援 gg “ 
コー ディ ネー ター の 活動 内 容 や 得意 分 野 な どの リス ト 作 成 の 必要 性 
・JST 補助 金 の 活用 


第 2 回 第 2 作業 部 会 の まとめ 
( 1 ) 被災 企業 見 学 と 話し 合い に つい て ・ 
パン チ 工 業 帆 宮古 工場 と 負 ウ エー ブ ク レ スト 宮古 工場 を 見 学 し , 披 災 か ら の 復 
旧 ・ 復 興 状 況 を 調査 し , 問題 点 に つい て 話し 合っ た . 両 企業 と も , 施設 ・ 設 備 の 
復旧 ・ 新 築 を 済ま せ 生 産 活動 に 入っ て いる . し か し , 
① 愛 注 が 減少 し , 岩 災 前 の 状態 に 戻れ な い , 
その た め , _ 新た な 市 場 開拓 が 必要 で ある , | 
③ 新 規 受注 の た め の 新 技術 の 開発 が 必要 で ある , 
④ 新 規 人 材 の 採用 確保 が 難し い , 
. な どの 問題 が 明らか に な っ た . ① に つい て は , 経済 状態 の 低迷 と 安全 策 と し て の 
部 品 ・ 製 品 調達 先 の 分 散 化 な ど が 考え られ る : ④ に つい て は , 未 就職 者 が いる 状 
況 な の で , 働く 意欲 な どの メン タル 面 の 問題 が 考え られ る . 


(2) 第 2 作業 部 会 に つい て 

第 2 作業 部 会 に お ける 支援 事業 等 の 推進 に 関し 

2-1) アク ショ ンプ ラン 7 項目 の 実績 と 今後 の 対応 

2-2) アク ショ ンプ ラン 7 項目 に 対す る 要望 

2-3) 第 2 作業 部 会 メン バー の 追加 

2-4) コー ディ ネー タ の 連携 に つい て 

の 議題 に つい て , 以下 の 内 容 を 議論 し た . 

① 宮 古 地域 か ら の 要望 は , グル ー プ 企 業 に 対す る 人 材 育成 と 技術 支援 で あり . 
う 和 第 作業 部会 を 通じ て , 企業 や 大 学 か ら の 関連 技術 の 詳 注 を 支援 する . 
また , 被災 企業 の 生産 活動 に つい て の PR を 希望 する . . 

② 岩 手 県 が 行う 企業 の 再建 状況 調査 結果 に に つい て は , 第 2 作業 部 会 で 情報 を 共 

. 有 し , アク ショ ンプ ラン の 実行 に 役立て る . 

③ 第 2 作業 部 会 の 各 組 織 が アク ショ ンプ ラン に 対し 行っ て きた 内 容 は , 今後 , 
一 部 修正 し て 公開 する . 

④ 各 組織 の 支援 活動 の 情報 は , 各 組 織 が 独自 に ある い は 一 部 , 未来 づく り 機 構 
で 公開 し て いる が , いわ て 未来 づく り 機 構 と し て , 今後 ,. 新 た な 統一 的 な 
公開 法 を 考え た い . 各 組 織 の 内 容 公開 は , 今後 , 機構 と 相談 し て 考え る . 

⑤ 補 助 金 申請 は , 特定 の 企業 は 行っ て いる が , 産 官 学 連携 の 経験 が 無く 申請 で 
き な い 企業 が ある . この よう な 企業 に 対す る 申請 支援 人 策 を 考え る 必要 が ある 」. 

⑥ 各 組織 が 行う 支援 集 に 関し , PR が 必要 な 内 容 に つい て は ., 互い に 協力 し て PR 

. する . 

⑦ コ ー デ ィ ネ ー タ の 役割 が 不明 確 で あり , 多様 な 業務 を 行っ て いる . コー ディ 


ネー タ の 役割 と し て 以下 の よう な 内 容 が 考え られ る . 
・ 企業 が 持つ 技術 的 な 課題 を 解決 する こと , 

・ 企業 と 学 ・ 紀 が 連携 する た め に 技術 的 な 課題 を 明確 化し 適切 な 学 ・ 官 と 
の マッ チン グ を 行う こと . 
コー ディ ネー タ の 役割 を 明確 化す る 教育 が 必要 で あり , ネッ トワ ー ク を 構築 

し て 情報 交換 や 連携 を 行う 必要 が ある . 
⑨ コ ー デ ィ ネ ー タ の 傾 久 的 身分 保証 が 舞い 状況 を 考え る べき で ある 」 
四 ⑧, ⑨ に つい て は , 今後 議論 する . . 
⑪ 大 植 地 域 で は , コー ディ ネー タ が 不足 し て いる . 県 が 行っ て いる 支援 策 を 利 
用 で き な い か . 
OO 


第 3 回 第 2 作業 部 会 の まとめ 
(1 ) 第 2 作業 部 会 所 属 組 織 の 活動 実績 の HP へ の 掲載 に つい て 
.①③ 被 炎 地 企業 か ら 要 望 の あっ た 各 組 織 が 行っ て いる も の づく り 産 業 へ の 支援 策 | 
一 覧 に 関し ,. 第 2 作業 部 会 に 所 属す る 各 組 織 の 支援 策 実績 と 今 a 
2 作業 部 会 に 掲載 する . 
② 今 後 の 新 し い 実績 と 予定 の 更新 は 定期 的 に 行い , 各 組 織 か ら の 修正 要望 に 対 
し て は , 適宜 対応 する . 更新 と 修正 は , 岩手 大 学 が 取り まとめ る . 


(2) 第 2 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 に 対す る 対応 
2011 年 11 月 か ら 2012 年 11 月 まで の 約 1 年 間 に 開 催し た 部 会 で 明らか に な 
っ た 課題 の 中 で 未 解決 の 課題 を 以下 の 7 項目 
2-1) 沿岸 被災 地域 に お ける も の づく り 産 業 の ビジ ョ ン の 明確 化 
2-2) 企業 の 問題 ーー [ 
2-3) コー ディ ネー タ の 問題 
2-4) 復旧 ・ 復 興 支援 内 容 の HP 公開 
2-5) 復旧 ・ 復 興 の 事業 と 状況 に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 
2-6) 補助 金 に 関す る 問題 
2-7) 人 材 育成 支援 
に まとめ , 項目 2-1) と 4-2) に つい て 検討 し た 具体 的 な 検討 内 容 は 以下 の 通 
，， 


2-1) 沿岸 被災 地域 に お ける も の づく り 産 業 の ビジ ョ ン の 明確 化 
・ ビ ジョ ン は , 沿岸 地域 の も の づく り 産 業 の 将来 像 を 示す 大 き な 内 容 で あり , 
第 2 作業 部 会 が 提言 する の は 難し く , ラウ ンド テー ブル で 議論 する 内 容 で あ 
る . 
・ 岩手 県 の も の づく り に 対す る 施 集 が ビジ ョ ン で ある . 
・ 第 2 作業 部 会 は , 岩手 県 の 施策 を 具体 化す る 場合 サポ ボー ト す る の が 適切 で 
ある . [ 


2-2) 企業 の 問題 
企業 の 問題 と し て , ・ 
① 愛 注 が 減少 し , 震 災 前 の 状態 ほ に 戻れ な い , 
② 新 た な 市 場 開拓 ・ 新 規 受注 の た め の 新 技術 開発 が 必要 で ある , 
③ 新 規 人 材 の 採用 確保 が 難し い , 
③④ 地域 や 企業 問 に お ける 復旧 状況 の ば ら つ き , 

な ど が 考え られ , 以下 の よう な 対応 や 意見 が 議論 され た . 

・ 現 在 の 企業 の 状態 は 円 高 , 売れ る 商品 が 無い リス ク 分 散 , 被災 時 期 に 失っ 
た 仕事 が 戻ら な い な ど が 原因 で あり , と れ ら へ の 対応 と し て , 42) ビジ ネス マ 
ッ チ ング や Db 新 技術 の 開発 が 求め られ る . ビジ ネス マッ チン グ に つい て 
は , 出展 企業 へ の 研修 (技術 や 製品 の 紹介 や 売り 込み 方 法 ) , 出展 費用 補助 な ど 
手厚い 対応 が 必要 で ある . また , 単 年 度 で 終わ る の で は な < く 5 年 程度 長期 間 継 
続 し , 新た に 発掘 する 取引 企業 と の 信頼 関係 を 築く べき で ある . NN 
験 か ら 継続 が 商談 を 進め る 効果 を も た らし て いる ._ 新 技術 開発 に つい て は , 
手 大 学 や 岩手 県 工業 技術 セン ター な どの 指導 や 連携 を 期待 し た い . 

・ 復 興 支援 は 終わ り で ある と の 雰囲気 が 関東 地域 に 出 て お り , 関東 以西 地域 は さ 
ら に 顕著 で ある . | 

「 技 術 が ある 」 ある い は 「 若 い 世 代 の トッ プ に 交替 し た 」 な ど や ゃ やる気 や きっ か 
け を 持つ 企業 を 集中 的 に 育て る と 効果 が ある . | 

" 被災 地 域 で も 地域 問 で 復旧 ・ 復 興 に 対し 大 き な 格差 が ある . 

・ 現 在 の 企業 状態 は , a) 復旧 ・ 復 興し 元気 な 企業 , b) 復旧 ・ . 復興 じたい が 資金 も 圭 
地 利 用 の 問題 で 待ち の 状態 の 企業 , c) 閉鎖 や 撤退 し た 企業 に 分 類 さ れる . 

・ 人 材 基 採用 衝 介 で き な い 理由 人 は | 高 全 化 b) 家 の 近 くに 企業 が 無い , c) 外国 
人 が 戻ら な い な ど が 考え られ る . また , 復興 支援 と し て 行わ れ て いる 人 材 育 
成 研修 を 受け て いる 人 が か な り い る の も 原因 で は な いか . 

・ 今後 は , 三陸 沿岸 で 数 が 少な い 水 産業 の 機械 化 ・ 自 動 化 に か か わる も の づく り 
産業 を 育成 する こと も 考え られ る . この 場合 Mo 
が 求め られ る の で , その よう な 加工 技術 が 必要 に な る . 

・ 水 産業 で も 一 部 自動 化 は 進ん で いる の で , 水産 業 の 効率 の 悪さ は 生産 管理 の 
問題 で は な いか . 生産 管理 に 関す る 指導 で , 生産 効率 が 改善 し て いる 例 が ある . 
も う 少 し , 効率 が 悪い 原因 を 明らか に する 必要 が ある . 


3. 平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 


(平成 25 年 度 の 予定 案 ) 


(1 ) 第 2 作業 部 会 が 支援 すべ き 支 援 集 ? 項目 を 引き 続き 推進 する . 
(2 ) 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 に 関し , 解決 策 を 議論 する . 
(3 ) 沿岸 地域 の 企業 訪問 を 行い , 支援 内 容 に 関し 要望 調査 を 行う 、 





いわ て 未来 づく り 機 構 第 4 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (25.2.9) 


テー マ : 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 ; 
座長 : 後藤 前 人 担当 機関 岩手 大 学 


【 報 告 要旨 】 ' 

TT A (へ 相 デー タベース 人 
2.(2) ] 、 学 生 に よる 地域 づく り 活 動 jn 八幡 平 市 [下記 2. (3) ] ) に 加え 、 震 災 

興 に 関わ る 二 つ の 取組 み を 実施 し た 。 

1 その 一 つ は 、 「『 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 を 活用 し た 人 材 育成 で [下記 2. (1) ] 、 平 上 
成 24 年 7 月 5 日 に 久慈 グラ ンド ホテ ル に て Kuji cafe 2012「 地 域 リ ー ー ダ ー 像 を 考 
える 」 を 実施 し 、 作 業 部 会 座長 を は じ め 、 岩手 経済 同友 会 な ら び に 岩手 ネッ トワ ー 
クシ ステ ム 関 係 者 が 話題 提供 し 、 . 参 加 者 と と も に 地域 に お ける 担い 手 の 育 成 の 重要 | 
| 性 を 確認 し た 。 

も うー つ は 、 高校 生 へ の 支援 プロ グラ ム で [下記 2. (4) ] 、 県 立山 田高 校 の 2 年 
生 に 対し 、 自 己 実現 支援 プロ グラ ム 『 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 』 を : 岩手 大 
学 警 石 サ テラ イト 、 岩手 県 中 小 企業 家 同 友 会 、NP0 法人 edge 等 の 協力 を 得 て 、 平成 
24 年 8 月 28 日 か ら 12 月 18 日 まで 計 10 回 に 渡り 実施 し 、 高校 生 に 自身 の 将来 像 と 
山田 町 の 復興 を 関連 づけ て 考え る 機会 を 提供 し た 。 

本 作業 部 会 は 、5 年 間 の 活動 で 一 ー 定 の 成果 を 挙げ ば た こと か ら 、 平成 24 年 度 で 活動 
を 終了 する 。 


1 . 開催 実績 等 
第 22 回 : 平成 24 年 5 月 8 日; 和 


2 検 対内 容 ( 主 な 議論 
(1 ) いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム に 提言 し た 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 の 普及 活動 . 
地域 リー ダー 輩出 の 一 助 と し て 、 上 記 提 言 を 活用 し て 地域 の リー ダー に 必要 な 資質 等 を 地 
域 住 民 と 共に 考え る 機会 を 設け る た め 、 人 久慈 市 と 共に 下 下記 イベ ント を 開催 し た 。 
第 1 回 Kuji caf6 2012「 地 域 リー ダー 像 を 考え る 」 
(平成 24 年 ? 月 5 日 ( 木 ) 18:00-20:00、 久 吉 グ ラン ド ホ テル ) 
本 作業 部 会 か ら は 話題 提供 者 と し て 後藤 尚 人 座長 (岩手 大 学 人 文 社会 科学 部 教授 ) 、 作 業 
”部 会 义 ン パ ー の 村田 憲 正 氏 (岩手 経済 同友 会 ・ 株 式 会 社 エ フエ ム 岩 手 代 表 取 締 役 社長 ) 、 
山口 明 氏 (岩手 ネッ トワ ー ク シス テム 事務 局 ・ 岩 手 大 学 工学 部 准 教 授 ) が 参加 し た 。 
イベ ント に は 約 2 0 名 の 市 民 が 参加 し 、 座 長 及 び 作業 部 会 メ ン バ ー に よる 話題 提供 の 後 、 
意見 交換 が 行わ れ た 。 参加 者 か ら 、 地域 の 実際 の 状況 を 交え な が ら 担 い 手 育成 が 大 き な 課題 
と な っ て いる 、 等 の 意見 が 出さ れ 、 地 域 リー 1 人 
る 機会 と な っ た 。 








( 2 ) 人 材 育成 デー タベース の デー クタ 更新 に よる 復興 に 向け た 人 材 育成 プロ グラ ム へ の 支援 
平成 24 年 7 月 に 、 関係 機関 の 協力 を 得 て 、 人 材 育 成 デ ゲー タベース の プロ グラ ム 情 報 の 更新 
を 行い 、 平 成 24 年 度 分 は 280 件 (2013/1/7 現在 、 う ち 内 部 研修 51 件 ) の プロ グラ ム が 登録 
され て お り 、 う ち 9 件 が 佐 災 復 興 関連 プロ グラ ム で ある (別紙 1 参照 ) 。 
昨年 1 年 間 の 訪問 者 数 は 1 233 (うち 国内 は 1, 214) で 、 そ の 7 割 は 新規 訪問 者 と な っ て お | 
り 、 RR ERAT EINES ED OR ERA TN ESR); 








(3) 地方 自治 体 と 共同 で 人 材 痛 成 事業 の 実施 
久慈 市 と の 共同 事業 (Kuji Cafe) は 、 (1) で 述べ た と お り 、 7 月 に 地域 リー こっ 
マ K に 実施 し た 。 

年 で 3 年 目 を 迎え た 八幡平 市 と の 共同 事業 (地域 づく り 活動 jn 修平 市 ) は 、 いわ て 
高等 教育 コン ソー シア ム 構 成 大 学 学生 13 名 が 参加 (岩手 大 4 名 、 富 士 大 2 名 、 盛 岡 大 ? 名 ) 
し て 、7 月 か ら 活 動 を 行っ て いる 。 

_ 今年 度 は 地域 を より 深く 知る た め に 、 活動 開始 の チラ シ の 全戸 配布 の 実施 や 地域 の 祭り 江 
備 等 に 参加 し た 後 、 合 宿 を 実施 し た 。 合 宿 で は 地域 住民 と 共に 、 地 域 の 課題 の 洗い 出し 、 ま 
た 、 課 題 解 決 方 策 の 検討 を 行っ た 結果 、 合 宿 後 の 活動 と し て 、 地 域 に ある 風穴 を 活用 し た 住 
民 交流 推進 策 と 雪上 グラ ンド ゴル フ 大 会 実施 が 採用 され 、 風 穴 の 活用 に 関し て は 、 国 道 
. (R298) 沿い に 風穴 へ の 案内 看板 を 設置 し た 。 ま た 、 昨 年 度 か ら の 活動 と し て 「 地 域 の 光 力 

. “MAP」 完成 に 向け た 作業 を 継続 し て お り 、 今 年 度 未 まで に 3, 000. 部 を 印刷 し 、 八 幡 平 市 内 を 
は じ め 県内 各所 に 配布 予定 で ある 。 















(4 復興 を 支え る 若手 人 材 育 成 事業 の 実施 
被災 地 の 復 興 を 支援 する 事業 と し て 、 県 立山 田高 等 学校 、 岩手 大 学 釜石 サテ ライ ト と 共同 
で 「 高 校生 を 対象 と し た 自己 実現 支援 プロ グラ ム 『 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 』 」 を 県 | 
立山 田高 等 学校 の 2 年 生 76 名 に 対し て 実施 し た 。 実施 に あたり 、 本 作業 部 会 メン パー の 岩手 
県 中 小 企業 家 同 友 会 や 関西 で 活動 する NP0 法 人 edge の 協力 を 得 て 、 山 田高 校 に 講師 を 派遣 し 、 
- 全 '10 回 の 講演 及び グル ー プ ワー A RS 
復興 を 関連 付け て 考え る 機会 を 提供 し た 。 
今後 は 、 年 度 示 まで に 生徒 に レポ ボート を 提出 させ 、 それ を 冊子 に まとめ る こ と と し て いる 。 








3 . 平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 : ' 

平成 24 年 度 で 活動 開始 か ら 5 年 を 迎え た 本 作業 部 会 は 、 人 材 育成 デー タベース 構築 や 県 内 自 
治 体 と 共同 で の 人 材 育 成 事業 な ど 地域 住民 を 対象 に し た 取組 、 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 
へ の 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 や 県 内 の 大 学生 ・ 高 校生 を 対象 と し た 若手 人 材 育成 事業 な ど 教育 | 
機関 と 連携 し た 取組 を 行い 、 一 定 の 成果 を 挙げ る こと が で きた 。 

他 の 作業 部 会 で も や 、 それぞれ の 目的 に 沿っ た 人 材 育成 事業 が 計画 され て お り 、 本 作業 部会 


目的 で ある 「 地 域 力 を 支え る 人 材 至 成 」 は 今後 も 機構 の 枠組 み の な か で 継続 され る こ と か ら 、 

本 作業 部 会 は 平成 24 年 度 で 活動 を 終了 する 。 

な お 、 人 材 至 成 デ ー タ ベー ス は 、 機構 事 務 局 ある い は 他 作業 部 会 で 管理 ・ 運 用 し 、 機 構 会 員 
| 間 の 人 材 育成 に 関す る 情報 共有 ツー ル 、 震 災 復 興 に 関す る 人 材 育成 支援 ツー ル と し て 活用 され 

る こと を 希望 する 。 
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洒 上 上 记 表示 内 容 寺 上 部 0D 黎 字 太 主 分 野 D 志 人 加 舌 亿 、 下 部 人 DQ 内 0D 沙 字 付 延 六 数 记 类 世 汾 实 寺 ， 
基 H22 年 度 か ら 息 堪 ・ 経 学 野 、 教学 哲人 お 野 を 新区 し まし た 。 : 
NH23 年 度 か ら 分 野 の 他 に 交 連 分 野 (2 つま で ) 確 婦 を 開始 し まし た 。 3 
※H23 年 度 か ら (大 名 援 環 隊 速 」 の 項目 を 新設 し まし た 。 
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別 紙 2 ofEFAUTT 
ユー ザー サマ リー 
总 訪問 数 の 割合 : 100.00% 


中 ET a 


2012/01/01- 2012/12/31 





9 訪問 数 RT 


50 





2012 年 4 月 ・ 2012 年 7 月 ・ 2012 年 10 月 


この サイ ト の ユー ザー 数 : 816 


ュー し >、 騙 同数 : 1.041 
ud ユー サー 数 : 816 

ーー ペー ジ ビ ュ ー 数 : 3,497 
wu.、 肪 問 別 ペー ジ ビ ュー:3.36 
bark 訪問 時 の 平均 滞在 時 間 : 00:01:56 
有 5706% 。 
用 王 新規 訪 同 の 割合 :72.81% 


下 73.10% New Visitor - 
761 肪 同数 - 


暗 26.90% Returning Visitor 
280 訪 同 数 





国 /地 域 肪 同 到 訪問 数 (%) 














1. Japah 1.025 Bees 98.46% 
2. Brazil 14 | 134% : 
3. United States 2 | 0.19% 


レポ ー ト 全体 を 見 る 


人 ぬ 2013 Google 


Bs] 


高校 生 を 対象 と し た 自己 実現 支援 プロ グラ ム 
「 復 興 と と も に 歩む 私 た ちの 未来 」 実施 要項 


本 プロ グラ ム は 、 撤 炎 地 の 復興 を 支え 、 推 進 する 人 和 材 の 育成 を 目的 に 、 被 炎 地 の 高校生 を 
対象 に 、 起業 支援 を 行っ て いる 団体 に よる 講演 、 被災 地 の 中 小 企業 経営 者 や 自治 体 職 員 等 と 
の 懇談 等 に より 、 地 域 と 自分 の 将来 に つい て 考え る 機会 を 提供 する こと で プロ グラ ム 参 加 者 
の 将来 へ の 不安 を 軽減 し て 、 早 期 に 目標 を 定め る こ に が で きる よう に 支援 する も の で 、 加え 
て 雇用 の ミス マッ チ 等 の 軽減 を 意図 し て いる 。 

また 、 被 災 地 で 活躍 する 経営 者 や 自 人体 了 員 等 と 地域 の 復 筐 を テー マ に 意見 を 交わ すこ と 

で 、 地 域 へ の 愛着 を 深め 、 復 興 を 支え る 若手 人 材 を 育成 する こと を 目的 と する 。 


実施 期間 NS 
平成 2 4 年 8 月 2 8 日 ( 火 ) ~ 平成 25 年 3 有 81 (8B) し 


実施 対象 「 ラン ] ] i 
岩手 県 立山 田高 等 学校 2 年 生 (7 6 名 ) | 


実施 内 容 

起業 支援 を 行う N PO 法人 代表 理事 に よる 講演 

山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 、 自治 休職 員 、 医 療 関係 者 等 と の グル ー プ ワー ー ク 
、 文化 祭 で の 展示 ・ AAL ト 作成 . 


実施 スケ ジュ ー ル 
第 1 回 8 月 28 日 ( 火 ) 13 : 45~ 
特定 非 営 利 活動 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 に よる 講演 ・ .质疑 应答 (100 分 ) 
講師 : 特定 非 営利 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 2 回 9 月 5 日 (水 ) 13:45~ 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 等 の 講演 及び グル ー プ ワー ー ク 1 回 目 (100 分 ) 
講師 : 株 式 会 社 うち むら 家具 . 代 表 取締 役 社長 内 村 健 太 朗 氏 .・ 
特定 非 営利 活動 法人 いわ て 連携 復興 セン ター 事務 局長 葛巻 徹 氏 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主査 佐々 木 毅 . 氏 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主査 北桥 玲子 氏 . 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 産業 振興 課 主任 阿部 基石 (みち と し ) 氏 
第 3 回 "9 月 19 日 ( 水 ) 13:45~ 
田町 市町村 の 人 等 の 講演 及 び グル ー プ ワー ー ク タ 回 目 (10039) 
講師 : 株 式 会 社 千田 精密 工業 取締 役 千田 ゆき え 氏 
岩手 県 立 宮古 高等 着 護 学院 副 学 院長 ・ 富谷 千秋 氏 
和 株式 会社 川 石 水産 代表 取締 役 社長 川 石 睦 氏 
岩手 アカ モク 生産 協同 組合 代表 理事 組合 長 高橋 清隆 氏 . 
三陸 味 処 三 五 十 大 杉 繁雄 氏 | 
-1 - 


第 4 回 ”9 月 2 6 日 (水 ) 13:45~ 
山田 町 及び 周辺 市 町 村 の 企業 経営 者 等 の 講演 及び グル ー プ ワー ク 3 回 目 (100 分 ) 
本 アグ リ 管 理 士 ( 花 電 ・ 野 菜 農家 ) 佐々木. 孝之 氏 
株 式 会 社 エフ ビー 代表 取締 役 会 長 田 锁 . 髓 . 氏 
復興 庁 岩 手 復興 局 参事 官 補佐 渡部 剛士 氏 
復興 店 岩手 復興 局 参事 官 補佐 菊池 信太 郎 氏 
漁業 者 (カキ 、 ホ タテ 養殖 ) 上 林 实 氏 
漁業 者 (カキ 、 ホ タテ 養殖 ) 白 野 貴 氏 
第 5 回 10 月 10 日 ( 水 ) 13:45~ 
文化 仁 で の 展示 発表 に 向け た まとめ 方 挟 (100 分 
講師 : 特定 非 営利 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 6 回 10 月 12 日 ( 金 )、13 日 ( 寺 ) 
文化 祭 で の 展示 発表 
第 7 回 10 月 22 日 (月) 14:45~ 
山田 町 の 復興 計画 に つい て (50 分 ) 
"講師 : 山田 町 復興 推進 課 
第 8 回 11 月 7 日 (水 14:45~ 
山田 町 の 医療 体制 に つい て (50 分 ) 
講師 : 山田 町 健康 福祉 課 
第 9 回 12 月 11 日 ( 火 ) 13:45~ 
個人 レポ ー ト 作成 指導 1 回 目 (100 分 ) 
講師 : 特定 非 営利 法人 edge 代表 理事 田村 太郎 氏 
第 10 回 12 月 18 日 ( 火 ) .1 3 : 45 ン 
個人 レポ ー ト 作成 指導 2 回目 (100 分 ) 
. 講師 : 信幸 プロ テッ ク 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 ・ 村 松 幸 雄 氏 
1 月 て 3 月  . 個 人 レポ ー ト 提出 ・ レ ポー ト 文 集 作成 
主催 0 
岩手 県 立山 田高 等 学校 、 い わ て 未来 づく り 機 構 、 岩 手 大 学 釜石 サテ ライ ト 
共催 
特定 非 営利 法人 edge、 岩 手 県 中 小 企業 家 同 友 会 


問い 合わ せ 先 
岩手 県 立山 田高 等 学校 副 校長 瀬川 ひと み 
tel:0193-82-2164 fax:0193-81-2055 
いわ て 未来 づく り 機 構 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 成 」 作 業 部 会 事務 局 : 
岩手 大 学研 究 交 流 部 研究 協力 課 八重 極 喜 陽 
tel:019-621-6851 fax:019-621-6995 


いわ て 未来 づく り 機 構 第 5 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (25.2 9) 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 _- 
一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支援 型 コミ ュ ニ ティ づく り 
' 座長 : 小川 晃子 -担当 机 并 : 岩手 県 立 大 学 
ーー 





【报告 要 旨 】 
人 人 


cnr i 







有効 性 を 検証 し た ・ 
aaa oa 仮設 住宅 団地 に お ける サポ ー ト セ 

.| ンター を 見 守り セン ター と し 、ICT (情報 通信 技術 ) を 活用 し た 複数 の シス テム を 住 
民 の 特性 に あわ せ て 使い 分 け 、 安 否 情 報 を 一 ー 元 的 に 運用 する こと で 異変 に 確実 に 気 







づく と と も に 、 生 活 支援 を 行う た め の つ な が り が 形成 され る こと と を 明らか に し た 。 
ICT を 活用 し た 見 守り と し て は 、 家庭 用 の 電話 機 を 利用 し 安価 で 普及 で きる 「 ぉ | 
げん き 発 信 」 を 基盤 と し て 、 難 聴 や 認知 レベ ル が 低下 し た 方 に は 「 電 電気 使用 に よる 
セン サー」 を 、 介 康 不安 が ある 方 に は 指 手 医科 大 学 が 導入 し て いる 「 箇 圧 測定 人 
シス テム 」 を 、 使 い 分 けた 。 。 

医療 的 見 守り と 福祉 的 見 守り を 連携 する こと で 受診 が 誘導 され る とこ と が 明らか に 
な っ た 。 ま た 、「 お げんき 発信 」 の 「4. MR 60 01a 
注 す る な ど 、 生 活 支 援 策 と の 連携 が 可 和 BE で ある 。 

平成 25 年 度 は 、 この 社会 技術 の 有効 性 に つい て 報告 を まとめ 、 地域 会 議 を 開催 
し 提言 を 行う と と も に 、 普 及 方 策 に つい て の 検討 も 重ね る 予定 で ある 。 









1 . 開催 実績 等 ・… 

“(1) 研究 会 」 
日 本 遠隔 医療 学会 、 及 び 日 本 福祉 介護 情報 学会 の 関係 者 を 中 心 と し で 開催 し た 。 
人 


(2) 参 石 市 煤 住 居 记 共计 罗 了 了 一 儿 下 吕 一 ー ク 

岩手 県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター ー 地 域 協 働 研究 【 人 
校 と する 1 CT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 較 携 築 の 検 叶 」 プロ ジェ クト に お いて 、「 邊 | 
炎 地 に お ける C 芽 を 活用 し た 生活 支援 型 コミ ュ ニ ティ づく り 」 を パイ ロッ トス 
タデ ィ と 位置 付け 、 金 石 市 鵜 住居 等 の フィ ー ル ド で 社会 実験 を 行い 、 検 討 を 重ね 
3 

8 月 8 日 ・ 25 日 ご 26 日 ・ 9 月 26 日 


(3) 買い 物 支援 体制 に 関す る 打ち 合わ せ 
10 月 12 日 ・10 月 17 日 。 帆 マイ ヤ ・ 大 船渡 市 社会 福祉 協議 会 に 連携 依頼 打ち 
合わ せ 





10 月 22 日 ・26 日 ・29 日 ヤマ ト 運 輸 疫 「 ま ご どころ 宅急便 」 と の 連携 方 策 打 ち | 
合わ せ ・ 調 査 「 ni “ 


(4) 安否 確認 情報 の 共有 化 に 関す る 打ち 合わ せ 
7 月 24 日 ・10 月 18 日 帆 エ ヌ ・ テ ィ ・ テ ィ ・ ド コモ 等 


(5) 講演 等 ー 
li 月 11 日 日 本 福祉 介護 情報 学会 第 13 回 研究 大 会 「3. 11 に お ける 福祉 ・ 介 護 

ge で 本 本 の 0 人 ーー 
11 月 22 日 岩手 県 立 大 学 公開 講座 ・ 釜 石 地区 講座 (医療 ・ 福 祉 の 情報 連携 と 

コミ ュ ニ ティ ブ く り 一 抽 住 居 で の 取り 組み を 事例 と し て 今後 の 復興 に 資す る ) 開 

~ 催 (共催 : いわ て 未来 づく り 機 構 ) 

12 月 17 日 公益 財団 法人 仙台 市 産業 振興 事業 団 主催 研究 会 | 震 伙 复归 支援 、 

1CT を 活用 し だ 見 守り 」 現 場 の 状況 か ら みた 支援 の 在り 方 を 探る 


(6) 記事 掲載 (添付 の 通り ) | 
1 月 12 日 岩手 日 報 25 面 「 被 災 地 コミ ュー テイ の 生生 ・ 弟 住居 見 守り の | 
取り 組み 上 」 
1 月 13 日 岩手 日 報 23 面 | ( 同 ) 下 」 


2 検討 内 容 ( 主 な 議論 
見 守り セン ター 機能 の 整備 
ICT を 活用 し た 異変 把握 方 法 の 使い 分 け と 一 元 化 に つい て 
見 守り か ら コ ミュ ニテ ィ づく ぐり へ の 仕組 み づ く り 
見 守り に お ける 医療 ・ 福祉 の 連携 策 
見 守り 側 の 情報 共有 方 策 
生活 支援 型 サ ービス の 開発 と 連携 
政策 提言 内 容 の 検討 
普及 方 策 の 検討 


ko 


3. 平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 | 『 > 
① パイ ロッ トス タデ ィ の 結果 を も と に 、 政 貸 提 言 に まとめ る 。 


”@ 岩手 県 内 の 研究 機関 、 医 療 ・ 福 祉 機関 職能 団体 等 と の 連携 を 深め 、 より 具 
体 的 な 提言 と する 。 


③ 岩手 県 関係 部 署 に ご 理解 を 賜り 、 実現 性 と 持続 可能 性 の 高い 提言 と する 。 





特集 (25 面 ) 


岩手 日 報 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2013 年 1 月 12 日 ( 土 ) 
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特集 .(23 面 ) 


2013 年 1 月 13 日 (日 ) 


岩手 日 幸 


了 
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いわ て 未来 づく り 機構 第 6 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (25. 2. 9) 


テー マ : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 推進 
座長 : 相澤 徹 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 





【 報 告 要旨 】 
平成 24 年 度 は 、 昨年 度 に 引き 続き 、 被災 地 の 復興 支援 ニー ズ と 県 内 外 の 支援 者 を 

つなぐ 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 を 実施 し た 。 平成 24 年 度 の 活動 

実績 は 次 の と お り (平成 25 年 1 月 31 日 現在 ) 。 

【 企 画 提案 型 】 1 1 件 受入 先 等 8 件 

【二 一 又 型 (要請 )】 59 件 受入 先 等 3 9 件 

【二 一 又 型 (提案 ) 】 57 件 受入 先 等 7 3 件 











平成 25 年 度 は 、 県 庁 各 部 局 と 連携 を より 深め る 観点 か ら 、 事務 局 を 岩手 県 立 大 学 
か ら 県 (政策 推進 室 ) に 事務 局 を 移行 する 。 


.| また 、 新 た な ポー タル サイ ト を 構築 し 、 岩 手 県 沿岸 地区 に 現地 サテ ライ ト を 置く 
な ど 、 実 施 体制 を 強化 し な が ら 、 次 の 項目 に 重点 的 に 取り 組む 。 

支援 要請 ・ 支 援 提案 の 一 元 化 、 情 報 共 有 と マッ チン グ の 促進 

復興 の 進み 具合 に 係る 情報 収集 と 情報 発信 

各地 の ネッ トワ ー ク 、 活 動 団体 に 係る 情報 発信 

連携 体制 の 構築 、 復 興 支援 団体 間 の コー ディ ネー 












ト 





1 . 開催 実績 等 
第 4 回 : 平成 24 年 7 月 26 日 ・ 平成 24 年 度 の 活動 方 針 及 び か け 橋 プロ ジェ クト の 企画 提 
案 型 の 公募 テー マ に つい て 検討 
第 1 四半 期 の 活動 実績 に つい て 報告 


平成 24 年 10 月 7 日 ・ ワー クシ ョ ッ プ 「 ジ ャ ム ド リ ンク で カフ ェ 開 業 」 を 共催 
第 5 回 : 平成 24 年 11 月 21 日 ・ 平成 25 年 度 に お ける 部 会 の 活動 の 方 向 性 に つい て 検討 。 
第 3 四半 期 ま で の 活動 実績 に つい て 報告 
平成 25 年 2 月 10 日 ・ 復興 の か け 橋 フォ ー ラ ム に 併せ て 、 ワ ー ク ショ ッ プ 「『“ 物 
語 力 "を 活か し た 情報 発信 」 を 開催 。 


(通年 実施 ・ 被災 地 の 復 興 支 援 ニ ー ズ と 県 内 外 の 支援 者 と を マッ チン 
グ す る 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 を 実施 









- | 2 . 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) 
(1) 平成 24 年 度 の 活動 方 針 

平成 23 年 度 の 取り 組み を 継続 する こと を 基本 と し て 、 次 の 取り 組み を 行う こと で 「 い わ て 
三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 輪 を さら に 広げ て いく こと と する 。 











-① ネッ トワ ー ク を 強化 し 、 支 援 ニ ー ズ の 掘り 起こ し と 、 よ り 上 流 工程 で の 支援 を 目指 す 。 
② 人 材 育 成 に つなが る ワー クシ ョ ッ プ を 沿岸 部 の 団体 等 と 連携 し て 開催 する (2 回 程度 ) 
③ 復興 に 向け た 地域 づく り の 動き を 横 展 開 で きる よう に 支援 する 
2) いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 
平成 23 年 度 に 引き 続き 、 被災 地 と 支援 者 を マッ チン グ す る 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 
プロ ジェ クト 」 を 実施 し た 。 プ ロジ ェクト の 実施 に あたっ て は 、 メ ー リ ング リス ト 等 を 通 
じ て 作 業 部 会 員 か ら 事 務 局 に 対し て 助言 等 を 行っ た 。 
県 内 団体 等 の ネッ トワ ー ク 強化 に つい て は 、 各 地域 で ネッ トワ ー ク 機能 を 持つ 団体 ( 陸 
前 高田 市 ネッ トワ ー ク 連絡 会 、 大 船渡 アク ショ ン ・ ネ ットワーク 会 議 、 宮 古市 社会 福祉 協 
議会 等 ) に 出席 し て 人 的 な つなが り を 作り つつ 、 復 興 支 援 ニ ー ズ の 把握 と 県 内 外 か ら の 支 
援 の 情報 を 提供 し て マッ チン グ の 促進 を 図っ た 。 
平成 24 年 度 の マッ チン グ 実 績 等 は 以下 の と お り 。 


平成 24 年 度 マ ッ チ ング 実績 (平成 25 年 1 月 31 日 現在 ) 
提案 件数 
| 企画 提 寄 型 。 | || 

3 


( 














| 二 一 又 型 (要請 ) 


ll 
ニー ズ m (区 
129 










| 計 | 高 | 


※ 受入 件 数 マッ チン グ し た 案件 に は 複数 の 受入 と な る 場合 が あり 、 そ の 受入 先 を 集計 し た も の 。 


広報 等 の 実施 [ (平成 25 年 1 月 31 日 現 在 ) 


実施 項目 
サイ ト ア クセ ス 数 | 総 ア クセ ス 件 数 14,642 件 。 約 1, 400 件 月 
フォ ロワ ー 1, 178 名 。 ツイ ー ト 数 874 件 。 リ ツイ ー ト 数 391 件 。 


メー ル マ ガ ジン 9 回 発行 (8 月 か ら 2 回 月 ) 。 配 信 数 333 名 


(3) ワー クシ ョ ッ プ の 開催 
① ワー クシ ョ ッ プ 「 ジ ャ ム ド リ ンク で カフ ェ 開 業 」 
平成 24 年 10 月 7 日 (日 ) 
主催 _ サンガ 岩手 (盛岡 市 ) 共催 いわ て 未来 づく り 機 構 
大 穫 町 に お いて 、 札 幌 で ジャ ム 職 人 を し て いる 菅原 氏 を 迎え 、 趣 味 か ら カ フェ 開業 に 至 
っ た 経験 と ノウ ハウ を 学び 、 被 災 地 の 女性 が 「 何 か 」 に 向かっ て 踏み 出す きっ か け づ くり 
を 目指 し て 開催 。 
@ ワー クシ ョ ッ プ 「 “物語 カ ” を 活か し た 情報 発信 」 
平成 25 年 2 月 10 日 (日 ) 
主催 いわ て 未来 づく り 機 構 
岩手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 に お いて 、 情 報 の 発信 や 編集 を 研究 ・ 開 発し て いる 暗 編 集 
工学 研究 所 か ら 護 師 を 迎え 、「 “物語 力 ” を 活か し た 情報 発信 を テー マ に し て 、 座 学 だ 
け で は な く 、 ワ ー ク を 通じ て 、 情 報 発信 の コツ を 理解 ・ 体 験 する こと を 目指 し て 開催 。 







3 .平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 
【课题 】 
ボラ ンティア ・ 支 援 団 体 等 の 減少 に 伴う 復興 推進 体制 の 変化 
岩 災 復興 に 対す る 風化 の 懸念 。 首 都 閣 に いわ て の 情報 が 届い て いな い 現 実 
支援 意思 の ある 企業 等 に 対す る アプ ロー チ 不 足 
【 活 動 の 方 向 性 】 
「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 で は 、 次 の 項目 に 重点 を 置き な が ら 、 活 動 の 赤 
実 ・ 強 化 を 図る 。 
・ 地元 ニー ズ ・ 支 援 提案 の 情報 共有 と マッ チン グ の 促進 
復興 の 進み 具合 に 係る 情報 収集 と 情報 発信 
各地 の ネッ トワ ー ク 、 活 動 団体 に 係る 情報 発信 
・ 連携 体制 の 構築 、 復 興 支 援 団体 間 の コー ディ ネー ト 
上 記 の 活動 を 行う た め 実 施 体制 を 強化 する 。 
・ 活動 の コン トロ ー ル タワ ー と な る 作業 部 会 事務 局 を 県 政策 推進 室 に 置く -一  - 
情報 収集 と 情報 発信 、 マ ッ チ ング を 促進 する 現地 サテ ライ ト (大 船渡 、 釜 石 、 宮 古 、 久 
慈 ) を 置く 。 
効果 的 な 情報 発信 及び マッ チン グ を 行う た め 、 機 構 各 会 員 の 有する 情報 に つい て も 、 サ 
イト 等 を 通じ て 幅広 く 情 報 発信 を 行う 。 





ーー ニー ニー 、 事 尝 Co 功 学 昂 薪 性 呈 0 国 性 四. 
参半 CO 和 别 的 驶 允 O 一 6 一 沙 交 4 一， 
J 一 由 


NE 人 各 ァ エ テー ヒビ の 園 尾 因 ^ 表 疑 の 陣 羽 笑 可 の 
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いわ て 未来 づく り 機 構 観光 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (25. 2. 9) 


テー マ : 岩手 県 の 観光 の 推進 に つい て 
座長 : 廣田 浪 担当 機関 : 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 


【 報 告 要旨 】 

平成 24 年 度 か ら 活動 を 開始 し た 観光 作 業 部 会 で は 、 周 手 県 に お いて 民間 か ら の 提 
言 を 取り 入れ 、「 み ちの く 岩 手 観光 立 県 基本 計画 」 を 策定 し 、25 年 度 ま で を 計画 期 
間 と し て 具体 的 な 取組 み を 展開 し て いる こと か ら 、 こ れ ら の 取り 組み を 補う 形 で 検 
討 す る こと を 部 会 の 方 向 性 と し た 。 9 

具体 的 に は 、① コ ン ベ ン ショ ン 読 致 活動 に よる 復興 支援 

② ボ スト DC を 見 据え た 継続 的 ・ ・ 具体 的 な 観光 振興 
- -③ 県 北 観光 の 振興 “ 

な ど を 検討 項目 に あげ 、 部 会 を 開催 し 、 意 見 を と り ま と め る こと と し た 。 

平成 25 年 度 は 、 各 団 体 が 積極 的 に 連携 を 取り な が ら 、 行動 を 展開 する 。 年 2 回程 
度 の 部 会 を 開催 し 、 取り組み 状況 等 を 確認 する と と も に 、 観 光 振興 に 関し て 意見 交 

.| 換 を 行う 。 


- 開催 実績 等 ・ a Pe 
第 1 回 作業 部 会 平成 24 年 6 月 8 日 ( 金 ) 16 时 一 
第 2 回 作業 部 会 平成 24 年 7 月 2 日 (月 ) 13 時 30 分 ~ 
第 3 回 作業 部 会 平成 24 年 8 月 27 日 (月) 16 时 ~ 
講演 会 : 「 観 光 立国 の 推進 に つい て 』」 
講師: 観光 庁 大 塚 洋 総務 課長 
第 4 回 作業 部 会 平成 25 年 1 月 18 日 ( 金 ) 10 时 ~ 









2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 









① コン ベン ショ ン 語 誘致 活動 と 復興 支援 






「 風 評 被害 の 払拭 と 被災 地 支援 を 途切れ させ な いと いう 観点 か ら 、 い わ て 未来 づく 
り 機 構 を 構成 する 団体 は 、 積 極 的 な コン ベン ショ ン 誘 致 活動 に 取り 組む 。」 
【M ICE】 の 誘致 

M:Meeting 企業 の ミー ティ ング 

[:Incentive (Travel) 企業 が 従業 員 や 代理 店 等 の 表彰 や 研修 な どの 目的 で 

0 

C:Convention 国際 団体 、 、 協会 が 主催 する 総会 、 学 術 会 議 等 

E:Event/Exhibition 文化 es 展示 会 ・ 見 本 市 
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了 全国 商工 会 議 所 観光 振興 大 会 2013i n い わ て 
期 日 : 平 成 25 年 7 月 4 日 て 6 日 1,200 名 の 参加 目標 
テー マ : 「 復 興 を 推進 する 交流 観光 」 
復興 の 現状 と 観光 が 果たす 役割 
いわ て 大 会 で は 1 日 目 を 久慈 、 宮 古 、 釜 石 、 大 船渡 そし て 気仙 沼 の 5 か 所 
の 被災 地 で の 視察 ・ 意 見 交換 会 か ら ス ター ト し 、2 日 目 は 盛岡 市 に お いて 「 本 
大 会 」「 交 流 会 」 を 開催 。 さ ら に 3 日 目 は 、 大 震 災 等 の 影響 で 厳し い 状 況 下 
に お か れ て いる 福島 県 、 宮 城 県 、 秋 田 県 、 山 形 県 の 観光 支援 の た め の エ キス 
カー ショ ン を 準備 し 、 各 県 の 観光 振興 を 支援 する 。 


イ 第 26 回 全国 経済 同友 会 セミ ナー (岩手 大 会 ) 約 1, 000 名 の 参加 
期 日 : 平 成 25 年 5 月 23 日 て 24 日 
テー マ : 「 わ れ 世 界 の か け 橋 と な らん 復興 か ら 始ま る 新生 日 本 」 
1 日 目 は ジョ ン ・ ル ー ス 米国 駐日 大 使 の 基調 講演 、 岩 手 ・ 仙 台 ・ 福 島 経済 
同友 会 か ら の 現状 報告 、 4 分 科 会 。. 2 日 目 は 分 科 会 報告 、 長 谷川 代表 幹事 
に よる 総括 挨拶 と 高橋 克彦 氏 の 特別 講演 。 ' 


ウ 第 71 回 国民 体育 大 会 ・ 第 16 回 全国 障害 者 スポ ー ツ 大 会 (H26.9 月 ) 

※ 開 催 に 当たっ て は 、 お も て な し の 心 の みな ら ず 、 岩 手 県 の 食材 (ホン 

モノ ) を 活用 し た 料理 や 産地 紹介 メニ ュー の 提供 、 伝 統 芸 能 等 に よっ て 
“も う 一 度 岩手 を 訪れ た い " と いう プレ ゼン テー ショ ン に 努め る 。 


② ポス ト DC を 見 据え た 観光 振興 





H24. 4~6 いわ て DC 開催 
テー マ : 「 地 域 づ くり 」 と 「 観 光 振興 」 と の 好 循 環 の 創出 
コン セプト : 「 じ っ くり と 時 間 を か け て “いわ て "を 感じ て いた だ く 旅 の 訴求 」 


「 い わ て DC あり が と う キ ャ ン ペ ー ン 」( 昌 24.9.15 ン H25.3.31) 
・ 中 長期 滞在 型 旅行 の 首都 圏 企業 等 へ の セー ルス 
・ ガ イド プッ ク (20 万 部 ) 、 エ リア ガイ ドブ ッ ク (各 5 万 部 ) 、 ポ スタ ー (1 万 部 ) 
・「 わ ん こき ょ うだ い 」 を 活用 し た 全国 P R の 強化 
・ 全 国 規模 の 旅 の 博覧 会 (」ATA 旅 博 、 旅 フェ ア 2012) で の PR 
・ 首 都 圏 等 の メデ ィ ア 招請 、 全 国 放送 の 旅 番組 で の 観光 情報 の 発信 
・ 首 都 圏 ・ 仙 台 圏 の メデ ィ ア へ の キャ ラバ ン 
・ 空 路 を 活用 し た 旅行 商品 の 造成 、 販 売 促進 (旅行 会 社 へ の セー ルス 、 目 玉 商 品 の 人 造成 ) 
・「 ハ イ ウ エイ フェ スタ 東北 201Z」 で の PR 
・ 主 要 旅 行 会 社 等 で 構成 する 「 東 北 各 ま つり 推進 プロ ジェ クト 」 を 活用 し た 冬期 旅行 商 
品 の 造成 ・ 販 売 促進 
・NHK 連 続 テ レビ 小説 「 あ まち ゃ ん 」 を 契機 と し て 誘客 促進 
その 他 広域 振興 局 と の 関連 事業 
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いわ て DC で 築い た 財産 を 今 後に 生か し て 
〇 幅広 い 参 画 に よる 推進 体制 
〇 観光 の カ に よる 復興 の 推進 愛 復興 応援 バス ツア ー( 3 コー ス か ら 6 コー ス に 
拡充 ) 
〇 「 観 光 サ シス セ ソ 」 の 普及 ・ 浸 遂 
〇 県 民 参加 の 取組 み の 推 進 う 「 あ な わん 運動 」 





平成 26 年 度 中 の 北陸 新幹線 金沢 開業 と 平成 27 年 度 中 の 新幹線 函館 開業 を 見 据 
え 、 今 回 境 っ た 財産 を 生か し て 、「 全 国 か ら の 誘客 の 拡大 」 に 取り 組む 。 


③ 観光 マネ ー ジ メン トカ の 強化 に よる 地域 資源 の 発掘 と 育成 


岩手 が 持つ 伝統 や 豊か な 地域 資源 を 発掘 し 、 コ ー デ ィ ネ ー ト し て いく 活動 を 


継続 - 実 践 ヒ し で い ぐ 。 た と えば に ご 岩手 の 小麦 「 ゆ きち か ら を 活用 じ た -~「 南 部 | 一 - 


生 パ スタ 」 や 岩手 県 産 「 く る み 」 の 活用 な ど 食 文化 の 育成 、 ま た 、 岩 手 の お い 
し い ご 飯 等 の 素材 に 着目 し て 、 朝 ご は ん し っ か り プ ロジ ェクト 、 昼 ご は ん し っ 
か り プ ロジ ェクト な ど 夕 食 だ け で は な く 、 食材 を し っ か り と 提案 、 提供 する 活 
動 や 南部 杜氏 で ある 岩手 県 の 23 の 酒蔵 を 活用 し た 酒蔵 ツー リズ ム 。 県 南 の も 
ち 、 県 北 の 雑 穀 、 県 央 は 両方 な どの 食 文化 の 色分け な ど 地 域 や 伝統 な どの 特色 
を 生か し た 観光 マネ ー ジ メン ト が 必要 で ある 。 ま た 、 観 光 振興 ・ 物 産 振 興 に は 
ー リ ー 性 が 大 事 と され て お り 、 地域 に 眠っ て いる 素材 を 発掘 し て 、 育成 す 
る 事業 に 取り 組ん で 行く 。 
特に も 、 平 泉 世界 文化 遺産 と 三陸 や 豊か な 温泉 等 岩手 県 の 観光 資源 と 連携 し 
た 観光 コー ス の 設定 な ど に カカ を 入れ て 取り 組ま な けれ ば な ら な い 。 






・ 観光 コー ディ ネー ター の 継続 設置 と 観光 人 材 の 育成 
(岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 事務 局 1 名 H23. 2 て ) 

・ 県 立 大 等 で の 観光 学科 の 創設 の 検討 

・ 震 災 「 語 り 部 」 の 育成 


農 災 後 の 新 た な 動き 

〇 復興 の 花 「 中 尊 寺 の ハス 」 を 広め る 会 

〇 盛 赔 芸 妓 合 援 会 

〇 被災 地 視 察 研修 (企画 : 宮古 商工 会 議 所 ) 1 泊 2 日 

個人 ・ 団 体 コ ー ス (田老 地区 、 浄 二 ヶ 浜 、 末 広 町 商店 街 等 視察 と 宮古 商 
会 議 所 、 宮 古市 の 対応 事例 説明 や 被災 事業 者 の 体験 談 ) 

ガイ ド は 三陸 鉄道 社員 24 年 12 月 末 現 在 18 団体 300 名 能 参加 

〇 釜石 線 へ の SL 運行 (平成 25 年 ) 

〇 東北 六 魂 祭 開 催 に よる 各 県 の 観光 連携 


④ 情報 発信 力 の 強化 


東北 六 魂 祭 で 初め て 「 さ ん さ 踊 り 」 が ある の を 知っ た と いう 声 が ある 一 方 、 
踊り と し て は パワ ー、 躍 動 感 、 誰 で も 参加 可能 等 の 面 か ら 高い 評価 が 得 ら れ た 。 
また 、 お いし い 「 食 」 の 提供 は 日 本 で も トッ プレ ベル で ある 。 

この よう に 、 良 い 素 材 の 情報 発信 力 の 強化 の た め 、 各 関 係 団体 が 各々 個々 に 
ホー ムペ ー ジ 、 パ ン フ レッ ト を 作成 し て いる こと か ら 、 情報 発信 を 連携 し て 一 
本 化し 、 幅広 い 組 織 の 参画 に よる 推進 体制 を 構築 し 、 岩手 は これ だ ! と 訴え て 
いか な けれ ば な ら な い 。 

さら に 、 世 界 遺 産 (岩手 県 : 平泉 、 青 森 ・ 秋 田 : 白神 山地 、 候 補 と し て 三 内 
丸山 遺跡 群 等 ) の 連携 な ど 青 森 、 秋 田 、 宮 城 の 隣県 と の 広域 観光 対応 の PR も 
必要 で ある 。 


・ 観 光 推進 組織 の 一 本 化 (推進 本 部 ) に よる プロ モー ショ ン 
・ 地 域 と 推進 本 部 と の 連携 に よる 観光 パン フレ ッ ト 作 成 や 統一 キャ ッ チ コ 
ピー に よる 情報 発信 
・ 新しい 情報 発信 手段 で ある ウェ ブ や フェ ー スプ ッ ク な ど へ の 対応 


⑤ 県 北 観光 の 振興 


NHK 朝 の 連続 テレ ビ 小 説 「 あ まち ゃ ん 」 で 脚光 を 浴び る 岩手 県 北 観光 を 一 層 
推進 させ る 。「 ど ん ど 晴 れ 」 に よっ て “お も て な し の 心 ” が クロ ー ズ アッ プ さ 

eae dati ri 結び つく な ど TV の 効果 は 高い こと か 

、 三 陸 復興 支援 と し て 大 い に 盛り 上 げ を 図る 。 

” 表 た 、 県 北 観光 の キー ワー ド と し て 「 食 と 体 有 型 光 の 保 進 」、「 グ リー ン ・ 

ー リ ズム の 普及 促進 」、「 ハ イキ ング ツア ー」 な ど 素 朴 な 地域 資源 を 財産 と し 
て 、 有 効 活用 し て いく 。 


⑥ 国際 観光 の 推進 
(1) _ 国 際 リ ニア コラ イダ ー (1 LC) 計画 等 の 誘致 活 


| LC を 東北 に 誘致 し 、 そ れ を 核 と し た 国際 科学 技術 研究 圏 域 を 形成 し て い 
く こ と は 、 産 業 振興 、 雇 用 の 創出 ・ 人 材 育成 面 で の 意義 ば か り で は な ぐ 、 地 域 
振興 面 で の 意義 も 非常 に 大 きい 。 ' 

具体 的 に は 、! LC を 核 と する 国際 科学 技術 研究 圏 域 に は 、 世 界 か ら 多 
く の 研 究 者 ・ 技 術 者 及び その 家族 が 集まる 。 約 1 万 人 の 1 LC 関係 者 へ の 
スポ ボ ポーツ 、 レ ジャ ー の 提供 は 、 岩 手 の 人 々 が 外国 人 や 外国 文化 と の 接触 ・ 交 流 
の 機会 が 飛躍 的 に 増加 し 、 岩 手 の 文化 や 県 民 の 意識 の 面 で 「 真 の 国際 性 」 が 広 
く ・ 深 く 求 め ら れる こと と な る 。 





_ 2) 花巻 空港 の 国際 便 就 航 


現在 、 花 巻 空港 の 利用 促進 に 向け て 、 官 民 挙 げ て の 取り 組み が 進め られ 
て いる 。 特 に 今後 は 、 国 際 チ ャ ー タ ー 便 の 一 層 の 拡大 や 台湾 な ど と の 国際 定期 
路線 の 開設 な ど 、 花 巻 空港 を 核 と し た 国際 観光 の 推進 が 期待 され る 。 


1 LC を 大 き な 足 が か り と し て 、 花 巻 空港 国際 便 の 就航 に 向け た 取り 組み 積 
極 的 に 展開 し 、 国 際 観 光 の 推進 を 進め る 。 





平成 25 年 度 の 活動 計画 ・ 方 向 性 





各 団 体 が 積極 的 に 連携 を 取り な が ら 、 行 動 を 展開 する 。 平成 25 年 度 は 、 年 2 回程 
度 の 部 会 を 開催 し 、 取 り 組 み 状況 等 を 確認 する と と も に 、 観 光 振興 に 関し て 意見 交 








換 を 行う 5 ーー NO ググ 
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各部 会 の 平成 25 年 度 の 活動 方 針 (再掲 ) 


部 会 名 (担当 機関 ' 平成 25 年 度 の 主 な 活動 方 針 


第 2 作業 部 会 ・ 第 2 作業 部 会 が 支援 すべ き 支 援 策 7 項目 を 引き 続き 推進 。 
(岩手 大 学 ) ' 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 に 関し 、 解 決 策 を 議論 。 
・ 治 岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 支 援 内 容 に 関し 要望 調査 。 


第 4 作業 部 会 ・ 平成 24 年 度 で 活動 終了 。 ' 
(岩手 大 学 ) . 


第 5 作業 部 会 ・ パ イロ ッ ト ス タデ ィ の 結果 を も と に 、 岩手 県 内 の 研究 機関 
(岩手 県 立 大 学 ) 医療 ・ 福 祉 機関 、 職 能 団体 等 と の 連携 を 深め 、 よ り 具 体 的 な 
_ 政策 提言 を と り ま と め 。 





























・ 事務 局 を 岩手 県 立 大 学 か ら 岩 手 県 (政策 推進 室 ) に 移行 。 

・ 新 た な ポー タル サイ ト を 構築 し 、 沿 岸 地 区 に 現地 サテ ライ ト 

を 置く な ど 事 業 実施 体制 を 強化 し な が ら 、 次 の 項目 に 重点 的 

に 取り 組む 。 

① 支援 要請 ・ 支 援 提案 の 一 元 化 、 情 報 共有 に よる マッ チン 
グ の 促進 

② 復興 の 進み 具合 に 係る 情報 収集 と 情報 発信 

③ 各地 の ネッ トワ ー ク 、 活 動 団体 に 係る 情報 発信 

④ 連携 体制 の 構築 、 復 興 支援 団体 間 の コー ディ ネー ト 











公募 型 復興 企画 推進 作 
業 部 会 
(岩手 県 立 大 学 ) 





















・ 関 係 団体 が 連携 し て 、 コ ン ベ ン ショ ン 誘 致 活動 な ど 具体 的 な 
活動 を 展開 。 

・ 取組 状 況 を 確認 し て いく ほか 、 和 観光 振興 に 関す る 意見 交換 を 

実施 。 


観光 作業 部 会 
(岩手 県 商工 会 議 所 連 


合 会 ) 
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復興 教育 作業 部 会 (仮称 ) イメージ 
[着 計画 


手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計画 は 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ま で 計 


復興 基本 計画 
に A a 2013 年 15 歳 ーー 3 
式 | 


A 人 (中 学 3 年 生 ) | 
Ty 


『「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム 』 な ど 県 内 学校 等 へ の プロ グラ ム 提 供 ・ 実 施 
> 産学 官 が 力 を 合わ せ 、「 い わ て の 子ども た ち 」 を 育て る 


提供 プロ グラ ム 例 
・ 岩 手 の ト ッ プ ラン ナー に よる リ レー 講演 … 地 元 就 職 ・ 進学 意識 の 高揚 





2018 年 20 歳 
(成人 ) 





・ 地 域 の イチ オシ マッ プ 作 り … 郷 土 愛 の 醸成 
・ 避 難 経 路 検 証 … 地 域 防災 教育 
・ いわて の 未来 づく り コ ン テ ス ト … 郷 土 理 解 促進 、 地 域 資源 発信 





様々 な 年 代 の 県 民生 活 を 応援 する 「 いわ て 未来 づく り 機 構 」 


第 5 作业 部 会 第 6 作业 部 会 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 


< 


、 9 前 二 被災 者 と 支援 者 
も の づく り 産 業 支援 高齢 者 支援 (見 守り ) マッ チン グ 支 援 


第 2 作業 部 会 


起業 支援 ・ 首 長 支援 





東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 


東北 復興 と 日 本 の 未来 の 為 に 私 た ち が で きる こと 


2013 年 2 月 9 日 
東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 事 務 局 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と は 


被災 地 の 復 興 と 未来 創造 の 鍵 を 握る 「 人 づく り 』 を 
『 地 域 の クロ ス セ クタ ー 連 携 』 と 、『 全 国 の 民間 有志 の 協 働 』 に より 実現 し 、 


日 本 全体 の ロー ル モ デ ル た る 『 街 づく り ・ 産 業 づ くり 』 に 寄与 せん と する 
5 年 間 の イニ シア ティ ブ 





$ 代 表 発起 人 
大 山健 太郎 アイ リス オー ヤマ 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 、 
社団 法人 東北 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 会 


大 滝 精 一 東北 大 学 大 学院 経済 学研 究 科 長 、 東 北大 学 経済 学部 長 、 教授 
中 核 発起 人 
浅倉 俊一 株 式 会 社 タイ ユー エイ ト 代表 取締 役 社長 、 
池田 弘 学校 法人 新潟 総合 学園 総長 、 
公益 社団 法人 日 本 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 連合 会 会 長 
石川 治 江 NPO 法 人 ケア セン ター や わら ぎ 代表 理事 
北城 恪 太郎 日 本 アイ ・ ビ ピー・ エ ム 株 式 会 社 相談 役 
小宮 山 宏 株 式 会 社 三菱 総合 研究 所 理事 長 、 東 京 大 学 総長 顧問 
高橋 真 裕 株 式 会 社 岩手 銀行 代表 取締 役 頭取 
米谷 春夫 株 式 会 社 マイ ヤ 代表 取締 役 社長 
増田 寛 也 株 式 会 社 野村 総合 研究 所 顧問 、 前 岩手 県 知事 
松田 昌 東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 顧問 


※ 現 在 、 趣 言 に 賛同 する 経営 者 有志 を 100 人 規模 で 募集 中 


中 核 と な る 2 つの 活動 挑戦 


1 ) 人 づく り の た め の 、 座 学 で は な い 、 コー チン グ ・ メ ンタ リン グ を 中 心 と し た 





実践 行動 型 人 材 育成 道場 を 開設 ・ 運 党 


* 被 災 三 県 の 重要 地域 に 道場 開設 
* 道 場内 で 、 経 営 者 ・ 事 業 家 ・ 起 業 家 ・ 地 域 / 産 業 プ ロ デ ュ ー サ を 育成 
・ 全 国 の 有志 企業 か ら の 出向 者 (20~25 名 程度 ) が 運営 に 当たる 


2) 街 づ くり ・ 産 業 づ くり に 向け 、 有志 の 首長 に 支援 チー ム ( 上 記 





同時 に 、 経営 者 と の ラウ ンド テー ブル を 定期 開催 


・ 首 長 の 直下 に チー ム を 置き 、 地元 自治 体 の 復興 計画 の 具現 化 を 推進 
・ 具 現 化 を 推進 する 地域 プロ デュ ー サ ー 候 補 人 材 を 発掘 ・ 育 成 ・ 支 援 
・ ラ ウン ド テ ー ブ ル で の 、 経営 者 か ら の 街 づ くり ・ 産 業 づ くり へ の アド バイ ス 





3) 経済 同友 会 を 通じ た 、 生 きた 政策 提言 に よる 復興 加速 


・ 各 地 に 入り 込ん だ 出向 者 が 、 毎月 一 堂 に 会 し て 作戦 会 議 を 実施 
・ ベ スト プラ クティ ス の 共有 、 スタ ッ ク ポ イン ト の 洗い 出し を 基 に 、 生き た 政策 提言 へ 


3 県 を 繋ぐ クロ ス セ クタ ー で の 運営 体制 (本 日 現在 ) 


全体 主催 : 
東北 大 学 大 学院 経済 学研 究 科 地域 イノ ベー ショ ン 研 究 セ ンタ ー、 東北 大 学 災 害 復興 新生 研究 機構 
社団 法人 東北 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 (仙台 統括 事務 局 ) 


【 岩手 ・ 沿 岸 】 いわ て 未来 づく り 機構 (運営 統括 : 岩 手 銀行 )、 釜石 市 、 大 船渡 市 
共催 : 岩 手 県 、 社団 法人 岩手 経済 同友 会 、NPO 法 人 いわ て 連携 復興 セン ター 他 
【 宮城 ・ 仙 台 平 野 】 岩沼 市 、 社 団 法人 仙台 経済 同友 会 、NPO 法 人 せん だ い ・ み や ぎ NPO セ ンタ ー 
協力 : 仙 台 市 他 
【 宮城 気仙沼 気仙 沼 市 、 気仙 沼 商 工 会 議 所 
協力 : 気仙沼 信用 人 金庫 、NPO 法 人 ネツ ットワーク オレ ンジ 他 
【 宮城 ・ 石 巻 】 石巻 専修 大 学 、 石巻 信用 金庫 
協力 : 石 巻 市 、 石巻 商工 会 議 所 、 東 松 島 市 、 女川 町 
【 福島 ・ 福 島 ( 仮 )】 福島 大 学 う つく し ま ふ くし ま 未 来 支 援 セ ンタ ー、 
一 般 社団 法人 ふく し ま 連 携 復興 セン ター 他 
【 東 京 リ エゾ ン ( 運 営 担当 )】 NPO 法 人 アイ ・ エ ス ・ エ ル 仙台 
特別 協力 : 公益 社団 法人 経済 同友 会 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 協 働 PT 
協力 : 公益 社団 法人 日 本 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 連合 会 
公益 社団 法人 日 本 青年 会 議 所 
一 般 社団 法人 グロ ー バ ル ・ コ ン パ クト ・ ジ ャ パン ・ ネ ットワーク 
連携 協力 : 復興 店 


活動 計画 本 格 展開 へ 
初 年 度 | 2 年 目 | 3~5 年 目 
现在 
スタ ー ト アッ プ 期 」 
・ 社 会 起業 家 ・ コ ミュ ニテ ィ 起 業 家 の 
起業 支援 (30 名 ) 


・ 上 記 を 覆 に し た 地域 の 協 働 体制 作り 
・ 全 国 へ の 支援 呼 掛け 








パイロット 展開 期 ( 2 月 一 ) 








* 気 仙 沼 サテ ライ ト ( 先行 出向 者 2 名 ) 
首長 支援 復興 具現 化 / 人 材 育 成道 場 
ラウ ンド テー ブル 開催 


* 仙 台 統括 事務 局 拡充 (先行 出向 者 3 名) 
本 格 展开 期 (5 月 ~ ) 

・ 岩 手 沿岸 サテ ライ ト ( 釜石 ・ 大 船渡 ) 
首長 支援 / 人 材 育成 道場 
・ 仙 台 平野 サテ ライ ト ( 岩 沼 市 ) 














参考 1 ) 実践 行動 型 人 材 育成 首 中 松 妆 


メン タリ ング コーチ ング に よる 人 材 育 成 | = っ 、 0 
・ 地域 人 材 が 2 ヶ月 毎 に 仙台 に 集合 。 | QQ 人 ED 
me (相互 触発 、 切 確 丈 麻 ) ーー RT 7 
岩手 沿岸 サテ ライ ト TT ん ン Cd 
~” 






仙台 (東北 大 学 
* 片 平 キ ャ ン パ ス ) 









oooooo 福島 サテ ライ ト 
(地元 | ター ン ~ 
~ | Sr | 
tt 貴 ネッ トワ ー キ ング KE 


東北 
ls 有 ee ニー 
企業 A… 戦 略 ネッ トワ ー ク 紹介 
企业 B "マー ケティング 寺子 屋 式 講演 
会 計 


専門 家 集 団 和 経営 者 (個人 と し て ) 6 


参考 2 ) 街 づく り 、 産業 づく り に お ける 支援 の 構図 
首長 B 首長 A 首長 C 


市 町 村 単 位 で 、 復興 計画 の 
ター ゲッ トイ シュ ー を 設定 ] 


首长 -经 党 者 


定期 開催 





更に は 、 背後 に 控え る 発起 人 を 始め と し た 
民間 数 百 社 の リノ ー ス 全国 経営 者 


NN 一 二 NANYIIA 败 这 漆 补 半 油 





*・ 出 向 者 チー ム の 中 か ら 、 数 名 ずつ を ゲー トキ ー パ バー と し て 各市 町 村 の 首長 の 下 に 派遣 
・ ノ リュ ーション は チー ム 全 体 、 更に は 民間 数 百 社 の リソー ス を 駆使 し て 提供 
・ 半 年 に 1 回 の 首長 ・ 経 営 者 ラウ ンド テー ブル で アド バイ ス 


資料 No. 4 


いわ て 未来 づく り 機 構 平成 24 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル に 寄せ て 





2013 年 2 月 9 日 

いわ て 未来 づく り 機 構 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー 
株 式 会 社 マイ ヤ 代表 取締 役 社長 

(大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 ) 

米谷 春夫 





























第 2 回 ラウ ンド テー ブル に は か ね て か ら 予 定 に 入っ て いた 海外 出張 の 為 に 
席 で き な い こと を 深く お 詫び 申し 上 げ ま す 。 























事務 局 よ り 「 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と の 連携 に つい て 」 の コメ ント を 
要請 され 、 大 変 稚 押 で す が 次 の よう な 思い や 期待 を お 伝え させ て いた だ きま す 。 





























被災 地 は 現在 「 く らし の 再建 」 を 優先 に 施策 が 講じ られ て お り ま す が 、 秒 達 
住民 が 未来 に 希望 を 持ち 嬉々 と し て 住め る よう な ビジ ョ ン も 展望 も あま り 見 え 
な い 現 況 に 正直 、 不 安 と 失望 感 が 増し て お り ま す 。 

これ は 内 陸 に 移住 され て お られ る 方 々 の 3 割 が も う 沿 岸 に は 戻ら な いと いう 
アン ケー 3 に 如 実 に 表れ て いる と 思わ れ ま す 。 

被災 地 に 住み 、 働 き 、 故 郷 三 陸 と 運命 共同 体 の 覚悟 を も っ て 生き て いこ うと 
する 人 間 に と っ て 未来 が あま り に 不透明 で 、 産 業 も 人 も 新しい 芽 が 芽生 える 兆 
し すら な い 現 況 で は な いで し ょ うか 。 

従っ て 、 被 災 地 の 復旧 は 暮らし 優先 で あっ て 当然 な が ら 、 未 来 に 希望 が 持て 
る ビジ ョ ン な り 将 来 像 が より 具体 的 に 見 える 施策 こそ が 急務 で あり 、 新 し い 創 
造 的 産業 な り ビ ジネス を 誕生 させ て 革新 的 街 づ くり を 実現 し て いく 、 再 生 で は 
な く 、 新 生 三 陸 を 創造 する と いう 決意 を 前 提 に 対処 し て いく べき と 考え て お り 
ます 。 



















































































東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と い 2 組織 が 昨年 発足 し まし た 。 

これ は 東北 ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 の アイ リス オー ヤマ 大 山健 太郎 社長 と 東北 
大 学 大 洋 精 一 経済 学部 教授 を 代表 発起 人 と し 、 全 国 的 に 活躍 され て お られ る 著 
名 人 を 中 核 発起 人 と し て 組織 化 さ れ た も の で す が 、 岩 手 県 か ら は 経済 同友 会 代 
表 幹 事 の 高橋 真 裕 岩 手 銀行 頭取 、 更 に 被災 地 の 人 間 と し て 不肖 私 が 名 前 を 連ね 
て お り ま す 。 






























































この 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ は 被災 地 の 復 興 と 未来 創造 の 人 づく り を 目 





的 と し て 日 本 全体 の ロー ル モ デ ル た る 街 づ くり と 産業 づく り に 寄与 し よう と す 
被災 地 の 音 長 の 参謀 的 役割 


る 5 年 間 
人 た ち を 首都 圏 大手 





の イニ シア ティ ブ で あり ます が 、 





























地 で ベン チャ ー を 目 





2 内容 と な り ま す 。 








済 同 友 会 を 通じ て 社員 を 被災 地 に 派遣 し 、 





政 と 大 手 企 業 の 架け 橋 と し て 活 












































岩手 に と ど ま ら ず に オー ル ジ ャ パ ン の 力 を 岩手 に 
て お り ま す 。 


また 、 人 づく り の プロ と し て 、 
ェクト リー ダー の ISL 理事 長 の 野田 知義 氏 が お られ ます が 、 
北大 学 で 或いは 被災 地 で 実践 行動 型 道 場 を 開設 























动 型 


具体 的 に は 、 グ ロー バル な 情報 や ノウ ハウ や 人 脈 を も っ た 
首長 さん の 参謀 役 と し て 、 或 い は 行 
er に な り ま す が 、 
活用 で きる チャ ンス だ と 思 









































企業 か ら 経済 同友 会 を 通じ て 派遣 し て も ら う 、 更 に 
指す 人 た ち を 発掘 し て 実践 行 

















民間 大 手 企業 が 経 


| を 果たす 
は 被災 $s 


道場 を 開い て 育て る と い 





オー ル 


この 組織 の 黒子 と し て 尽力 され て いる プロ ジ 
野田 氏 を 中 心 に 東 
し て 人 材 育成 を 進め て いき ます 。 





尚 、 こ の 道場 の 運営 な ど に は 岩手 銀行 さん が 強力 な バッ クア ッ プ を し て 下さ る 
と 聞い て お り ま す の で 大 変 心 強く 思っ て お り ま す が 、 

















の 未来 を 背負 う 起 業 家 が 次 々 と 巣立っ て いく 


今 、 被 災 地 は 官民 例外 な く 大 変 慌 た だ 
ぎ に 行 政 に あっ て は これ 以上 の 仕事 が 付加 する の 
行政 に 責任 を 押し 付け る の で は ? と いう 心 半 
県 と 市 ・ 東 北大 学 ・ 経 済 同友 会 ・ 
所 ・ 岩 手 銀行 な どの 有力 な 組織 が 一 体 と な っ て 人 徹 災 地 の 未 来 を 担う 人 づく り を 
は 画 期 的 な かこ と で は な いで し ょ うか 。 
既 と 英知 を 集め て 積極 果敢 に 挑戦 する に 値する プラ 





落 























進め て いく こと 
害 や リス ク を 乗り 越え る 気 { 














し か し 、 
































ン だ と 考え て お り ま す 。 


この ブラ テン は 
まし て も 移 石 と 大 般 深 の 市 長 さん の ご 同意 


派遣 する 予定 に な っ て いる こと を 大 変 喜 ん で お り ま す 。 



































、 現 在 、 宮 城 県 気仙 沼 市 が 先行 し て お り ま す が 、 


この 道場 を 通じ て 被災 地 
く は ず と 信じ て お り ま す 。 








だ か ら こ そ 、 あ 























を 得 て 、 


世 




















し い 繁 忙 な 日 々 を 過ごし て お り ま す が 、 
は 困る 、 ま し て や 
も 理解 で きる 話 で す 。 

ニュ ー ビ ジ ネス 協議 会 ・ 


最終 的 に ( 


商工 会 議 我 


ら ゆ る 障 





岩手 県 に お き 
』 市 に 対し て 民間 出向 者 を 














是非 と も 、 被 災 地 の 私 ども が 未来 に 希望 が 持て る 萌芽 を 育て て いた だ ける よ 








2 に 関係 者 の 皆様 方 の ご 理解 と ご 協力 を 宜しく お 願い 申し上げ ま す 。 





